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本書は「調査報告書」という名の示すとお

り、目録だけではなく調査報告の部分が充実

している点に特徴がある。

埋蔵文化財の調査同様、古文書の調査にお

いても、原秩序の記録がなされるこ とが、 ょ

うやく 意識される ようになってきてはいるが、

ここまでそれを深化させた 「調査報告書jは

稀である。

特に評価すべき点としては「四保存状況

の記録」において「第 1表 武田允男家文書

の保存状況(位置関係と主な内容)Jと「第 1
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図 武田允男家文書の保存状況スケッチ」を

のせ、より視覚的に保存状況がわかるように

なっており、いつでももとの状況が復元でき

るようになっていることである。

また 「従来、こうした包紙は、整理の際に

一括されてしまうことが多かったが、このよ

うなものの中から文書群の伝存の歴史を知る

情報を得ることも可能であり、今後は一点ご

とに整理を行い内容をより明確なものにして

示す必要jとの示唆があるとおり、白紙の包

紙類に至るまですべて、整理がなされている。

包紙類の扱いについては、現在様々な方法が

なされていると思うが、ここでの扱い方の意

識や考え方は今後一つの指針となろう。

目録部分は、今回、所蔵者の意向により、

文書群全体を編年順に並べているが、ここま

で多くの視点に基づいた整理、調査を行って

いるので、今後はさまざまな項目の索引を付

すなど検索方法を充実し、より有機的な史料

の活用がはかられることを期待したい。
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